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副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

出産に伴う費用負担の軽減を図ることにより、出産を奨励する。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

支給対象児の出生時に子育て支援課窓口において申請を出された者に対して、支給対象

児1人につき、20万円を支給した。

支給要件については、以下のとおり。

　①出生順に第3番目以降の出生児を含む3人以上の児童を養育していること。

　②その世帯の生活の本拠が小牧市にあること。

　③支給対象児出生前1年以上引き続き小牧市の住民基本台帳に記載され、又

     は外国人登録原票に登録されていること。
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     は外国人登録原票に登録されていること。

◆24年度直接経費の内訳

　　　手当　　200,000円×247人＝49,400,000円

　　　郵便料金　　15,000円　　　　　　　　　　　　　　　合計　　49,415,000円

◆25年度直接経費の内訳

　　　手当　　200,000円×230人＝46,000,000円

　　　郵便料金　　15,000円　　　　　　　　　　　　　　　合計　46,015,000円
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230

H25

事業の

達成状況

24年度は、247人に対して出産奨励手当を支給した。

平成6年度から制度が始まり、毎年度200人前後の支給があり、この制度等の周知が

図られ、事業は定着した。
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事業実施におけ

る課題

25年度をもって、出産奨励手当の支給を廃止することとした。今後市民への廃止した

周知が必要である。
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一次評価のとおり。２５年度をもって廃止とする。

出産に伴う費用負担感が増加する。
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24年度において事業の廃止が決定されたため。判定理由
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